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に占める割合は第 2 回国勢調査の後一貫して増加している。2000 年に行われた第 5 回
国勢調査によれば中国の 65歳以上の高齢者は約 8,821万人2で、7.0％に達し3、中国は
高齢化社会になった。この 57年間に、65歳以上の高齢者数は 4.5倍、高齢化率は 2倍
の上昇を見せた。また、2010年に行われた第 6回国勢調査によると、中国は 2010年 11
月 1日現在、60歳以上の高齢者人口はすでに約 1億 7,765万人4、およそ総人口の 13.3%
を占めており5、65歳以上の高齢者人口はすでに約 1億 1,883万人6、およそ総人口の 8.9%
を占めている7。2000年に行われた第 5回国勢調査と比べて、60歳以上の高齢者人口の
割合は 2.93ポイント上昇し8、65歳以上の高齢者人口の割合は 1.91ポイント上昇した9。 



















10 張恺悌・郭平『中国人口老齢化与老年人状況蓝皮書』中国社会出版社、2010年 1月、9頁。 
11 中華人民共和国国務院新聞弁 http://www.scio.gov.cn/zhzc/8/4/Document/1433948/1433948.htm(アク

















2010年に中国は、GDPが日本を上回り、世界第 2位となったが、1人当りの GDP （国内
総生産）は 4,504.07ドルにすぎない14。その水準は、まだアメリカの 12分の 1、日本
の 10分の 1にすぎない。2010年の 1人当たり GDPの順位は、世界第 95位である15。2014










                                                 
12郭平・陳剛『2006年中国城郷老年人口状況追踪調査数据分析』中国社会出版社、2009年、4頁。 
13郭平・陳剛、同上書、4頁。 




































                                                 
18 中国社会福利網 http://shfl.mca.gov.cn/article/zcfg/zonghe/200809/20080900019761.shtml（アクセ































                                                 
19 大曽根寛『現代の福祉政策－担い手の役割と責任』財団法人放送大学教育振興会 2010年 3月、63頁。 
20池田省三「サブシディアリティ原則と介護保険」『季刊・社会保障研究』2002・Vol.36.No2、200頁。 
21池田省三 、前掲論文、200頁。 


































































                                                 
26恩田守雄『共助の地域づくり―公共社会学の視点』学文社、2008年 3月、16頁。 
27本論文の 11頁を参照。 







表 0－2 日本の支え合いの類型論の異同 
論 者 支え合いの類型 互助と共助に対する解釈 主張の共通点 
藤田弘夫 自助・互助・共助・
公助 




































































































































































3 月に公表された｢中華人民共和国国民経済と社会発展第 10 次 5 カ年計画綱要｣46(2001
～2005 年)の第 19 章第 4 節では、社区建設の推進を新時期のわが国の経済と社会発展
の重要な内容をとして位置付けられた。さらに、2007年の中国共産党第 17回全国代表
大会では、「都市・農村社区を秩序立った管理と整ったサービス、調和の取れた文化的










42 人民網 http://theory.people.com.cn/GB/40746/3491444.html (アクセス日、2016年 1月 6日)。 
43 同上。 
44 同上。 
45 中華人民共和国民政部 http://www.mca.gov.cn/article/gk/fg/jczqhsqjs/201507/20150700848492. 
shtml（アクセス日 2016年 1月 6日）。 

































                                                 
47 新華網 http://news.xinhuanet.com/newscenter/2007-10/24/content_6938568_5.htmアクセス日 2009年
3月 6日。 






















































































































































































































































































































































                                                 
72「中華人民共和国老年人権益保障法」中国老齢門戸 http://www.cncaprc.gov.cn/contents/12/9239.html 





























































































   
 
 
































                                                 
80 ｢三無高齢者｣は法定扶養者がなく、働く能力がなく、生活費がない高齢者を指す。 


























第 3節 分析対象地域及び本論の構成 
 
それでは、中国都市部における高齢者向け在宅福祉がどのような状態にあるのだろう

















市の総人口は約 768万人86、2000年に行われた第 5回国勢調査（2000年 11月 1日時点
714万人87）と比べて、10年で約 54万人増加し、7.6%上昇した。そのうち 65歳以上の
高齢者人口は約 62万人88で、総人口の約 8.1%を占めている89。第 5回国勢調査と比べて
65歳以上の高齢者人口の割合は約 1.8ポイント上昇した90。なお、長春市では高齢者人
口が毎年 3％のスピードで増加していると予測されている。2030年と 2050 年には、高
齢者人口が長春市総人口に占める割合はそれぞれ約 25.8％と約 29.2％になる見込みで
ある91。また、2010 年に行われた第 6 回国勢調査によると、233 万世帯があり92、世帯




市の総人口は約 669 万人であった96。2000 年に行われた第 5 回国勢調査では、同年 11
月 1日の時点で約 589万人だったので97、10年間で約 80万人増加した（約 13.5%上昇し
                                                 
83 15の副省級都市は大連、南京、杭州、寧波、厦門、青島、広州、深圳、瀋陽、長春、ハルビン、武漢、
成都、西安、済南を指す。 












2015年 10月 2日）。 




た）ことになる。そのうち 65 歳以上の高齢者人口は約 72 万人98、総人口の約 10.7%を
占めている。第 5回国勢調査と比べて 65歳以上の高齢者人口の割合は約 2.1ポイント
上昇した99。なお、2020 年には大連市の 60 歳以上の高齢者人口が大連市総人口に占め
る割合は 24％になる見込みである100。また、2010 年に行われた第 6 回国勢調査による
と、大連市の世帯数は 232万世帯であり101、世帯当たり平均人口は約 2.6人102、2000年






















                                                 
98同上。 
99同上。 




































齢者福祉 (1949-1977 年)・公助依存から脱却する高齢者福祉（1978 年～1999 年）・自
 30 
 






































































第 1章 高齢者を取り巻く環境の変動とサービス需給現状 
 




 国連では、60 歳以上を高齢者として定義し、80 歳以上を後期高齢者としている。一
方、国際保健機構（WHO）によると、高齢者は 65 歳以上となっており、80 歳以上が後
期高齢者とされている。ほかに、老年学では 65 歳以上が高齢者とされ、65 歳から 74
歳を前期高齢者、75歳から 84歳を中期高齢者、85歳以上を後期高齢者とされている。
このように高齢者の定義は様々である。  










 『2006年中国城郷老年人口状況追踪調査数据分析』によると、2006年 12月 1日現在、




                                                 
104「中華人民共和国老年人権益保障法」中国老齢門戸 http://www.cncaprc.gov.cn/contents/12/9239.html 







者全体の 13.4％を占め110、80歳の高齢者は高齢者全体の 11.8％を占めている111(図 1－
1と表 1－1を参照)。 
図 1－1      2010年高齢者の年齢構成  




表 1－1 年齢別高齢者人口規模の変動                 
（単位：万人） 




 60歳以上  12,600  14,901 17,765    ＋40.98％ 
 80歳以上  1,199  1,619 2,098   ＋74.97％ 
出所：郭平・陳剛『2006年中国城郷老年人口状況追踪調査数据分析』中国社会出版 
社、2009年 2月、4・6頁と中国国家統計局 http://www.stats.gov.cn/tjsj/ 
tjgb/rkpcgb/qgrkpcgb/201104/t20110428_30327.htmlと http://www. stats. 
gov.cn/tjsj/pcsj/rkpc/6rp/indexch.htmより筆者作成。 
















図 1－1 と表 1－1 からわかるように、80 歳以上の高齢者が高齢者全体に占める割合
は他の年齢層の高齢者より低いが、増加のスピードは他の年齢層高齢者の約 2倍を上回
った。 
また、第 6回国勢調査以降 2014年までの 4年間、高齢者人口は増加を続けている（表
1－2を参照）。 
 
表 1－2 第 6回国勢調査から 2014年までの高齢者人口の発展状況 
（単位：万人、％） 
指標 2010 2011 2012 2013 2014 
60歳以上人
口 
17,765 18,499 19,390 20,243 21,242 
総人口の割合  13.3  13.7  14.3 14.9  15.5 
65歳以上人
口 
11,883 122,888 12,714 13,161 13,755 






以上の高齢者人口はすでに約 13,755 万人に達し、総人口の 10.1%を占めている。2010
年に行われた第 6 回国勢調査と比べて、60 歳以上の高齢者人口の割合は 2.2 ポイント
上昇し、4.75％のスピードで増加し、65 歳以上の高齢者人口の割合は 1.2 ポイント上
昇し、3％のスピードで増加した。 
さらに、中国における高齢者人口の発展趨勢から見れば、今後の 100年、高齢者人口
は絶えず増加し続けると予想される。全国老齢工作委員会が 2007年 12月 27日に発表
した「中国人口老齢化発展趨勢予測研究報告」によると、中国の人口高齢化の発展趨勢
は三段階に分けられるという。第 1段階は 2001年から 2020年まで高速化する高齢化の
段階で、第 2段階は 2021年から 2050年まで加速する高齢化の段階で、第 3段階は 2051
 35 
 
年から 2100年まで安定的重度な高齢化の段階である112（表 1－3を参照）。 
 
表 1－3   中国未来 100年高齢化の趨勢表           （単位：万人）                
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24,800 17.7 % 3,067 12.3% 
第 2段階 
2021～2050年 
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   40,000 
 
  31%くらい 
 
 




















                                                 





加し115、80 歳以上の高齢者が 5%のスピードで増加している116。これは中国が毎年 380




し117、総人口の 11%を占めており118、そして年平均 3%のスピードで増大した119。 
高齢化の速度について、65歳以上人口の割合が 7％から倍の 14％に達するまでの所



















117人民網 http://politics.people.com.cn/GB/1026/5156909.html（アクセス日、2015年 12月 5日）。 
118 同上。 
119 同上。 
120日本国立社会保障・人口問題研究所 http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/ Popular/P_Detail2012. 
asp?fname=T02-18.htm&title1=%87U%81D%94N%97%EE%95%CA%90l%8C%FB&title2=%95%5C%82Q%81%7C18+%8E
%E5%97v%8D%91%82%CC65%8D%CE%88%C8%8F%E3%90l%8C%FB%8A%84%8D%87%95%CA%93%9E%92B%94N%8E%9F%82%C






表 1－4 中国と先進国の 65歳以上人口の割合別到達年次とその倍加年数の比較（％） 
国別 65歳以上人口割合（到達年次） 倍加年数（年間） 
 7％  14％ 21％ 7％－14％ 14％－21％ 
日本  1970  1994  2007   24   13 
中国  2000  2025  2037   25   12 
ドイツ  1932  1972  2013   40   41 
イギリス  1929  1975  2030   47   55 
アメリカ  1942  2014  2031   72   34 
スウェーデン  1887  1972  2015   85   49 






また、全国老齢工作委員会が 2007年 12月 27日に発表した「中国人口高齢化発展趨
勢予測研究報告」によると、2004年末現在、中国における 60歳以上の高齢者人口は 1.43
億人に達しており、総人口割合の 11.0％を占めている124。同研究報告では中国の人口高
齢化発展趨勢を三つの段階に分けた。第 1段階は 2001年から 2020年まで高速する高齢
化の段階で、2020年には高齢者人口が 2.48億人になって、総人口の 17.7％を占めると
予測される。2021年から 2050年までは加速する高齢化の段階で、2050年に高齢者人口








                                                 


























表 1－5  2010年現在の都市・農村高齢者の持ち家率及び居住状況   （％） 
地域 持 ち 家 子供の家 公営住宅賃貸 私営住宅賃貸 その他 
都市 75.7 14.8 4.9 1.6 3 
農村 71.2 26.5 0.2 0.4 1.8 
出所：呉玉韶・郭平『2010 年中国城郷老年人口状況追踪調査数据分析』中国社会出版
社、2014年 5月、135～136頁より筆者作成。 
                                                 






















子供と同居したい 38.8 36.21 38.17 53.6 53.00 52.8 
子供と同居したくな
い 
36.5 41.18 35.94 24.9 23.15 24.27 

































表 1－7 施設入居希望率 
                                   （％） 
地域別 2000 年 2006 年 2010 年 
都市 18.6 16.1 11.3 













であったものが 2006年には 49.7％に達し、その後も増加が続いて、2010年には 54.0%
                                                 














表 1－8 2000年・2006年・2010年都市・農村別高齢者世帯の変動    （％） 
居住実態 都市部 農村部 







































































































数据分析」によると、2010 年 12 月 1 日現在、84.70％の都市部高齢者は年金の受給者
であるのに対して、農村部では年金受給者は 34.6％のみ占めている（表 1－９を参照）。 
  
表 1－9  高齢者年金受給者数の変化別割合             （％） 
     年 
地域 




    都市   69.1  78.0  84.70  ＋15.6 





表 1－9からわかるように、2000年から 2010年までの 10年間、高齢者年金受給者の


















また、『2010 年中国城郷老年人口状況追踪調査数据分析』によると、2010 年 12 月 1
日時点に、子どもを持つ都市・農村高齢者世帯の平均の子どもの数は１世帯当たり 3.2
人である129。そのうち、都市部では 2.7人で130、農村部では 3.6人である131。高齢者世






























表 1－10  世帯平均規模の変動               （単位：人） 
国勢調査 一世帯あたり人口数 前回国勢調査より増減 
第 3回国勢調査（1982年）    4.43人     － 
第 4回国勢調査（1990年） 3.96人     －0.47人 
第 5回国勢調査（2000年）    3.44人     －0.52人 
第 6回国勢調査（2010年）    3.10人     －0.34人 



















































































体や民間資金等の積極的な利用を促進する政策を実施している。2006 年 2 月に国務院
弁公庁が関連部門に出した通知によると、国はさまざまな手段により高齢者向けサービ
                                                 























表 1－11 高齢者施設入所の原因            
動機 割合 
 子供が世話・介護できなくなった ４４％ 
 子供に面倒をかけたくない １６％ 
 自宅より施設の方がよい ３９％ 




                                                 


































                                                 




表 1－13 2007～2014年高齢者施設の発展状況 
年度 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 
施設数 39,754 35,632 38,060 39,904 40,868 44,304 42,475 33,043 
ベッド数（万
床） 








15.9 17.7 19.1 21．5 24.4 27.2 
入所利用者
数（万人） 




53.3 65.8 70 79 86 94 116.2 174.9 
施設利用率
(％) 









































                                                 
139「2010年社会服務発展統計公報」中華人民共和国民政部 http://www.mca.gov.cn/article/zwgk/mzyw/ 

























表 1－14 中国都市部介護付福祉施設サービスの需要趨勢 
年度 施設入所希望者(万人) ベッド数(床) 従業員数(万人) 
2020 31 64 21 
2025 40 85 28 
2030 53 111 37 
2035 63 133 44 
2040 67 142 47 
2045 72 151 50 































表 1－15 社区における高齢者サービス組織の推移 







































表 1－15からわかるように、2007年から 2014年までの 8年間、社区居民委員会が増
加を続けるが、高齢者権利維持協調組織とボランティア組織が若干減少に転じた。とく





 図 1－4 ボランティア団体の推移 

























2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 
 55 
 
表 1－16  社区における高齢者サービス基盤の推移 








50,116 30,021 53,170 44,237 56,156 87,931 108,377 120,188 
高齢者大学
学（所） 










541.5 586.9 692 625.3 692.03 733.1 
高齢者活動
室（万カ所） 




















表 1－17  都市部における社区サービスに対する認知度・希望率・利用率 
                                 （単位：％） 
  認知度・希望率・ 








訪問看護 37.4 22.8 2 
往診サービス 46.5 31.8 6 
通院付き添い 16.9 17.8 1.1 
買い物代行 18.4 15.2 1 
家事支援 88.5 58 28.2 
リハビリ 33 24.1 2.5 
在宅配食 67.4 49 8.9 









 (3) 在宅サービスと社区サービスの潜在需要の増加によるサービス供給への期待 
『中国老齢事業発展報告(2013)』によると、高齢化がさらに進行に伴い、都市部介護
付福祉施設への入所希望者が増加するのみならず、在宅志向の高齢者も増えている。そ
の需要規模は 2020年には 1,452万人、2050年には 3,668万人に達すると予測されてい
る(表 1－18を参照)。社区サービス需要規模は 2020年には 403万人、2050年には 1,0









表 1－18 都市部高齢者在宅サービスの需給趨勢 
年 度 在宅サービス需




量(億元) 156  
サービス提供
者 (万人) 
2020 1,452 2,049 883 181 
2025 1,908 2,693 1,161 239 
2030 2,502 3,531 1,521 313 
2035 2,991 4,222 1,819 374 
2040 3,199 4,516 1,946 400 
2045 3,401 4,800 2,068 425 




表 1－19 都市部社区サービスの需給趨勢 











2020 403 121 309 81 
2025 530 159 407 106 
2030 695 209 533 139 
2035 831 249 637 166 
2040 889 267 682 178 
2045 945 284 725 189 
2050 1,019 306 781 204 
出所：呉玉韶・党俊武『中国老齢事業発展報告(2013)』社会科学文献出版社、2013年 3
月、161～162頁より筆者作成。 





















































自助・共助・公助・商助の役割分担（福祉社会化）期である第 3 期（2000 年～現在）
という三つの時期である。 
 






















































































































                                                 
162中国労働網 http://www.labournet.com.cn/other/ld_history_dashi/default.asp?dyear=1957#top(アク


























































1980 年 6 月に「全国基本建設工作会議報告の大綱」が公布され、住宅の商品化政策










































                                                 




































































                                                 
166中華人民共和国中央政府網 http://www.gov.cn/banshi/2005-08/04/content_20203.htm（アクセス日、




















市化も進行しつつある。第 5回中国人口センサスによると、2000年 11月 1日まで中国
都市人口が 4 億 5,594 万人に達しており、全国人口の 36.09％を占めている。つまり、
2000 年には中国の都市化率が 36.09％となり、1990 年の 26.23％より約 10％増加して
いる。また、 2001 年からスタートした第 10 次 5 ヵ年計画において、都市化建設を
国民経済の良性循環と調和的社会発展促進のための重大な措置として位置付けられて






とである。さらに、2003 年 10 月の第 16 期 3 中全会で採択された｢社会主義市場経
済システムを完備するための若干の問題に関する決定｣167において、今後はよりいっそ
                                                 











































































































































                                                 
175中国揚州政府網 http://www.yangzhou.gov.cn/lzcfg/201109/8c38a9c0c8414167bd1670d112d0002d.shtml

































                                                 






































































































































め、国務院が 2013 年 9 月に「養老サービス産業の加速発展に関する若干意見」185（以
下「若干意見」と略す）を正式に発表した。 
「若干意見」は、各地は城鄕計画の布局要求に基づき、各類の高齢者サービス施設の
                                                 
183同上。 
184中国民政部 http://www.mca.gov.cn/article/zwgk/fvfg/shflhshsw/201209/20120900353635.shtml（アク







































法」186(以下「新保障法」と略す)が 2012年 12月 28日、第 11期全国人民代表大会で改




























                                                 
186 中国人大網 http://www.npc.gov.cn/npc/xinwen/lfgz/flca/2012-07/06/content_1729109.htm（アクセ







































第 3章 調査地域における高齢者福祉政策  
 
























                                                 
187長春市統計局 http://www.cctjj.net/content.aspx?id=30（アクセス日、2015年 12月 6日）。 
188同上。 
189同上。 
190「長春老工業基地振興規画綱要」中国政府公開信息整合服務平台 http://govinfo.nlc.cn/ jlsccfz/xxgk/ 




















































    出所：『中国統計年鑑 2004』と「長春老工業基地振興規画綱要」のデータ 
を参考して、筆者が作成。 















                                                 
197 大連市統計局 http://www.stats.dl.gov.cn/view.jsp?docid=31408（アクセス日、2016年 1月 2日）。 
198 大連市外事弁公室 http://www.wb.dl.gov.cn/jpinfo/20072_24777.vm（アクセス日、2016年 1月 2日）。 









































                                                 
199「長春老工業基地振興規画綱要」中国政府公開信息整合服務平台 http://govinfo.nlc.cn/jlsccfz/xxgk/ 


































                                                 
203中国政府公開信息整合服務平台 http://govinfo.nlc.cn/jlsccfz/xxgk/zcsrmzf/201209/ t20120907_ 
2580103.shtml?classid=388（アクセス日、2015年 11月 2日）。 
204同上。  
205 中国大連 http://www.dl.gov.cn/gov/detail/detail.vm?diid=100H01000101015055110102119&go=plan


























                                                 
206振興東北網 http://chinaneast.xinhuanet.com/2007-05/23/content_10091405.htm（アクセス日、2015






























大連 15.80 1 2.63人 
瀋陽 15.30 2 2.65人 
青島 14.75 3 2.79人 
成都 14.42 4 2.72人 
済南 14.01 5 2.98人 
南京 13.75 6 2.77人 
杭州 13.40 7 2.59人 
寧波 13.26 8 2.47人 
ハルビン 12.77 9 2.89人 
武漢 12.68 10 2.78人 









西安 12.54 12 2.95人 
広州 9.74 13 2.73人 
アモイ 6.94 14 2.42人 
深圳 2.95 15 2.11人 





表 3－1 から 15 の都市の平均高齢化率は 12.33％であることがわかった。そのうち、
長春市の 60歳以上の人口は総人口に 12.62％を占め、15の都市の平均高齢化率と比べ
ると 0.29ポイント上回ったが、高齢化率が最高の大連市（15.80％）よりポイント下回
った。高齢化率がトップに立っている大連市の 60 歳以上の人口は総人口に 15.80％を
占め、15の都市の平均高齢化率と比べると 3.4ポイント上回った。 
また、表 3－1から 15の都市の世帯規模は世帯当たり平均人口が 2.70人であること
が分かった。第 6回国勢調査によると長春市の世帯当たり平均人口は 3.08 人で、2000
年に行われた第 5 回国勢調査(3.41 人)と比べて、0.33 人減少し、全国の 3.10 人より
0.02人を下回ったが、15の都市の世帯当たり平均人口 2.70人と比べると 0.38人が多














表 3－2   長春市・大連市と他の都市の人口年齢構成の比較 
 











大連 9.90 79.39 10.71 +2.01 
西安 12.89 78.65 8.46 +1.99 
長春 12.0 79.95 8.05 +1.75 
成都 10.94 79.35 9.71 +1.75 
瀋陽 9.77 79.86 10.37 +1.72 
済南 13.64 77.21 9.15 +1.16 
武漢 9.98 81.89 8.13 +1.14 
ハルビン 10.95 81.01 8.04 +1.12 
青島 13.44 76.30 10.26 +0.91 
南京 9.51 81.29 9.20 +0.78 
深圳 9.84 88.40 1.76 +0.65 
広州 11.47 81.91 6.62 +0.60 
杭州 11.39 79.59 9.02 +0.19 
アモイ 12.84 82.60 4.56 -0.52 




表 3－2からわかるように、大連市と長春市の 65歳以上の高齢者人口が 10年間にそ






































また、2013年 7月 1日に施行される「高齢者権益保障法」における旧暦の 9月 9日
                                                 





を高齢者の日とすることに対して、2000 年に長春市ははやばやと毎年の 9 月 1 日を長


























                                                 







































                                                 
222長春・朝陽区 http://www.ccchaoyang.gov.cn/cccy/site/cccy/zwgk/newsView.jsp?id=49377（アクセス

































                                                 


























































































































                                                 

























ベッドごとに 4,000～5,000 元を補助し、改築・増築する施設にベッドごとに 3,000～
4,000元を補助する。政府の補助金を受けた高齢者サービス施設は少なくとも 8年以上
運営するという条件をつける。二つは非営利高齢者サービス施設に運営補助金を支給す





                                                 
225http://www.dl.gov.cn/gov/detail/file.vm?diid=100D04000150108062315010730&go=affair（アクセス















表 3－4   大連市福祉施設の概況 
                              単位：床 
年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 
ベッ
ド数 








36,000 38,000 41,000 
増、
減 













































第 4章 高齢者在宅扶養実態  
      －長春市における高齢者のいる世帯へのインタビューを中心に 
 


















    







                                                 




































































































































長女 糖尿病 長女 24時
間 









































































































 四男は 58 歳で、妻は 55 歳で、29 歳の娘が一人いるが、娘は広州で仕事しており、
一人っ子同士と結婚した。 
Dさんは元高等学校教諭で、妻が大学教授だったため、退職後は優遇された年金（夫

















































































（3）事例 1：次女夫婦（66 歳、62 歳）が母親（87 歳・ここでは A と呼ぶ）を介護
している事例。 
聞き取り調査の対象者は Aさんの次女夫婦である。 
Aさんは 87歳の女性である。8人の子供がいる。そのうち、娘 4人、息子 4人である。
孫は 13 人いる。現在、次女夫婦と同居している。年金の受給者ではないので、持って
いる２LDK のマンションを賃貸し、月に 1000 元賃貸料は収入である。さらに、別居し
ている 7人の子供から一人当たり月に 200元、合計 1400元をもらっている。 























































金の受給者ではないため、Bさんの貯金と 3人の息子から一人あたり月 400元、合計 1400
元で使用人を雇う。 



















































































第 3節 別居形態下の高齢者扶養 
 
調査対象の 11 世帯のうち、7 世帯では高齢者と子供は別居している。そのうち、近





①事例 3：夫（84歳）と使用人が妻（80歳ここで Cと呼ぶ）を介護している事例 
 聞き取り調査の対象者は Cさんの次女である。 



































②事例 9：妻（72 歳）と使用人がいっしょに、夫（77歳、ここで Kさんと呼ぶ）を
介護している事例 
聞き取り調査の対象者は Kさんの長女である。 





































































































ませる。6 時頃、朝市へ野菜を買いに行く。7 時前に帰って、朝食を用意し、7 時半頃
から 8時半頃まで、Fさんを介助し食事をし、8時半頃から 10時までの間、掃除や洗濯
などをする。10時頃から 11時までの間、車椅子で Fさんを連れて近くの公園に散歩に






































































































①事例 6：大学生が独居高齢者（ここでは Hと呼ぶ）を支援する事例 
聞き取り調査の対象者は Hさん本人である。 


























②事例 11：夫婦のみ高齢者（ここで M 夫婦と呼ぶ）の自助と親友の支えでの在宅生
活 
M夫婦は夫のほうは 79歳で、妻は 75歳である。2009年に二人は金婚を迎えた。 




































③事例 8：姉(70歳)などが弟夫婦（ここで Jと呼ぶ）を世話している事例 
 聞き取り調査の対象者はＪさん夫婦と姉である。 

































































































































































































































































































































表 5－1 T社区在宅高齢者ホームヘルプサービス受給者名簿 






李さん 女 71 定年退職 一人暮らし 邱/李/于   3時間 
周さん 男 79 定年退職 優れた貢献者 黄/班   7時間 
劉さん 女 76 無職 一人暮らし 任/宋/閻   3時間 



























表 5－2  市民ボランティアによる高齢者に提供されるサービス 


























































表 5－3 高齢者サービス体制 







































































































表 5－4  ６0歳以上高齢者の基本情報収集表 
個人 
コード 
 氏名  性別  
出生年月           年  月  日  戸籍性質  






























































































































表 5－5 在宅養老サービス隊と「百川団委」による高齢者に提供しているサービス 






























































































































































表 5－７  社区スタッフによる高齢者に提供しているサービス 













































































































































































































































































































































































表 5－8 社区におけるサービス事業の区分 
区分 担う組織 担い手 対象者 サービス項目 

























































































































































































































































2010年 12月 1日時点で、都市部における 60歳以上の高齢者の再就職率はわずか 6.43％
にとどまっている237。そのうち、60～64歳高齢者は全高齢者の 33.0％を占めているが238、
再就職率も 12.32％にすぎない239。65～69歳高齢者は全高齢者の 23.2％を占めているが










































2000年に、中国は高齢化社会に突入した。その 10年後の 2010年に、中国の 60歳以



























                                                 
242中華人民共和国国家統計局 http://www.stats.gov.cn/tjsj/tjgb/rkpcgb/qgrkpcgb/ (アクセス日、2015






































































































































































































                                                 
243 中国国家統計局 http://www.stats.gov.cn/tjsj/zxfb/201601/t20160119_1306083.html(アクセス日、
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